
9 　　 広報かつやま3月号 №688

【宛名】　第20回環境自治体会議かつやま会議実行委員会事務局（生活環境課内）

①　郵　　送　〒911-8501　勝山市元町1丁目1－1
②　Ｆ Ａ Ｘ　0779－88－1119
③　メ ー ル　kankyou@city.katsuyama.lg.jp　
　　　　　　　※申込書を添付の上、タイトルを「かつやま会議申込書」として送信してください
④　直接持参　生活環境課（市役所2階）
※電話によるお申し込みはお受けできませんので、あらかじめご了承ください

環境自治体会議環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境自自自自自自自自自自自自治治治治治治治治治治治治治体体体体体体体体体体体体体会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議

◆申込締切　４月20日（金）必着

■■
■■参加確認　参加申込をされた方には、5月上旬に「申込確認書」を送付します。
　　　　　　当日受付の際に必ずお持ちください。

■■
■■参加費支払方法　（分科会昼食希望者、交流会参加者のみ）
　参加費が必要な方には、「申込確認書」と併せて「請求書」を送付します。内容をご確認の上、5
月18日（金）までに指定の口座へお振り込みいただくか、事務局までご持参ください。
※振込手数料は申込者負担
※５月18日以降のキャンセルの場合、返金不可

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

ボボボボボボボボボボ
ララララララララララ
ンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテ
ィィィィィィィ
アアアアアアアアアア
スススススススススス
タタタタタタタタタ
ッッッッッッッッ
フフフフフフフフフ
募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集
中中中中中中中中中中

参加お申込みは下記のとおり！

◆参加費　無料　（勝山市内に在住・在学・在勤の方、市内団体に所属する方含む）
　　　　　ただし、県内・市民参加者は分科会昼食代1,000円、交流会費3,000円は別途必要です。

◆申込方法　参加申込書に、希望される分科会など必要事項を記載の上、①～④のいずれかの方法で
お申し込みください。

　　　　　　※参加申込書は、本紙と併せて全戸配布されます
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１
．
活
動
日
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・
5
月
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日
（
金
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
の
間

・
5
月
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日
（
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午
前
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時
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※
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２
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者
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、
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②
講
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の
誘
導
や
接
待

③
会
場
設
営
・
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理
の
補
助

④
舞
台
運
営
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助　
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ど

※
協
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先
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ま
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所
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齢
・
電
話
番

号
お
よ
び
参
加
希
望
日
時
を
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
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子
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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り
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４
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Ｘ
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９
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a.lg.jp
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勝
山
市
は
、
美
し
い
景
観
や
自

然
豊
か
な
環
境
に
対
す
る
市
民
の

思
い
を
育
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、
低
炭
素
社
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循

環
型
社
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構
築
す
る
こ
と
で
、

「
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コ
環
境
都
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指
し
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様
々
な
取
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組
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進
め
て
い
ま

す
。
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た
、
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成
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ふ
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と
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ネ
ッ
サ
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念
に
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「
勝
山
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コ
ミ
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ー
ジ
ア
ム
構

想
」
に
基
づ
い
た
ま
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く
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そ
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は
、
ま
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も
自
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も
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も
美
し
く
健
康
で
、

な
お
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つ
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汚
さ
な
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こ
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あ
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、
住
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人
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そ
の
意
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と

気
概
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も
っ
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、
実
践
す
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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成
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は
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美
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境
や
こ
れ
ら

の
取
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ォ
ー
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電
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で
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で
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し
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価
さ
れ
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し
た
。

　

ま
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自
然
も

環
境
も
美
し
い
、
そ
の
よ
う
な
ま

ち
は
必
ず
次
世
代
に
も
残
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
特
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を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
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勝
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に
来
て
い
た
だ

く
、
住
ん
で
い
た
だ
く
、
企
業
に

も
来
て
い
た
だ
く
と
い
う
形
に
繋

げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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に
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に
取
り
組
み
、
ク
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ー
ン
な
ま
ち
づ
く
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を
進
め
て

い
る
勝
山
市
を
全
国
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し
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ま
た
、
こ
の
大
会
の
開
催
を
契

機
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
環
境
意

識
が
高
ま
り
、
自
分
自
身
の
行
動

に
よ
っ
て
地
域
の
環
境
を
守
る
と

い
う
気
概
が
生
ま
れ
、
市
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
「
エ
コ
環
境

都
市
」
を
推
進
す
る
機
運
が
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
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境
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治
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、
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政
担

当
者
だ
け
で
な
く
、地
域
の
団
体
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
多
く
の
事
例
を
発
表

し
、
11
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
意

見
交
換
を
行
う
市
民
主
導
の
会
議

で
あ
り
、
環
境
に
関
す
る
最
新
の

知
見
が
得
ら
れ
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
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勝山市長
山岸　正裕


